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急性期病床（18床）を地域包括ケア病棟に変更

病床変更前

急性期一般病床 18床

地域包括ケア病床 32床

回復期リハビリテーション
病棟 60床

医療療養病棟 42床

緩和ケア病棟 16床

合計：168床

病床変更後

地域包括ケア病棟 50床

回復期リハビリテーション
病棟 60床

医療療養病棟 42床

緩和ケア病棟 16床

合計：168床
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背景と経緯について

・外来からの緊急患者の減少、レスパイト入院等の増加。

・急性期医療の患者より、回復期、地域包括ケアの対象患者が増加。

一般病棟医療看護必要度の対象患者の減少 急性期一般病床維持が困難
となった。

当院が、地域より求められているのは、在宅復帰に向けた支援では？

11月より地域包括ケア病棟として運用を開始する。
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回復期リハビリテーション病棟 60床 緩和ケア病棟 18床

急性期一般病床 18床
地域包括ケア病床 32床

医療療養病棟 42床

病床変更前
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地域包括ケア病棟 50床 回復期リハビリテーション病棟 60床 緩和ケア病棟 18床

医療療養病棟 42床

病床変更後
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総括

•急性期病床の維持が困難となった。

•東近江医療圏における当院の現状と果たすべき役割を議論した。

•在宅医療や地域包括ケア病床の充実を図ることが当院の果たす
役割であるとの結論に至り、病床変更を行った。

以上、ご報告となります。当院は今後も圏域に必要とされる病院
として最善を尽くします。

ご清聴ありがとうございました。
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